
- 1 - 

 

令和５年度 全国中学校体育大会 
第 63 回全国中学校水泳競技大会（二次要項） 

 
◇目  的      この大会は、中学校教育の一環として、中学校生徒に広く水泳競技実践の機会を与 

え、技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学校 
生徒を育成するとともに、中学校生徒相互の親睦をはかるものである。 

◇主  催 (公財)日本水泳連盟 (公財)日本中学校体育連盟  香川県教育委員会 高松市教育委員会 
◇主  管 (一社)香川県水泳協会  四国中学校体育連盟  香川県中学校体育連盟 
◇後  援 

 
 
 
 

スポーツ庁 全日本中学校長会 全国都道府県教育長協議会 全国市町村教育委員会連合会  
(公社)日本ＰＴＡ全国協議会 日本私立中学高等学校連合会 ＮＨＫ 全国新聞社事業協議会 
毎日新聞社 香川県 高松市 香川県市町教育委員会連絡協議会 香川県 PTA 連絡協議会 
香川県中学校長会 高松地区中学校長会 (公財)香川県スポーツ協会 
(公財)高松市スポーツ協会  四国新聞社  RNC 西日本放送  KSB 瀬戸内海放送 

◇公式計時 ＳＥＩＫＯ  
 

◇期  日 ８月１７日（木）・１８日（金）・１９日（土） 
（１）開会式 ９：４５～ （開会宣言・挨拶・選手宣誓） 
（２）競 技 ８月１７日（木）～１９日（土） 
（３）開会式 競技終了後～（最優秀選手発表・表彰・挨拶・閉会宣言） 

◇会  場 香川県立総合水泳プール 
◇競技方法 
 
 
 
 
 
 

（１）２０２３年度 (公財)日本水泳連盟競泳競技規則による。 
（２）予選・決勝ともに８レーンで実施する。 
（３）決勝には、予選の結果上位８名（８チーム）が出場できる。ただし、棄権者

が出た場合は、次点上位より順次出場権を与える。また、同記録で定員より
増加した場合は、スイムオフにより決勝進出者を決定する。ただし、８００
ｍ・１５００ｍ自由形は抽選とする。補欠が同記録の場合は、抽選によって
優先順位を決める。 

 

◇競技種目  男   子 女   子 
 自  由  形 50ｍ 100ｍ 200ｍ 400ｍ 1500ｍ 50ｍ 100ｍ 200ｍ 400ｍ 800ｍ 
 背 泳 ぎ 100ｍ 200ｍ 100ｍ 200ｍ 
 平 泳 ぎ 100ｍ 200ｍ 100ｍ 200ｍ 
 バタフ ライ 100ｍ 200ｍ 100ｍ 200ｍ 
 個人メドレー 100ｍ 200ｍ 100ｍ 200ｍ 
 フリーリレー 4×100ｍ 4×100ｍ 
 メドレーリレー 4×100ｍ 4×100ｍ 
◇競技順序 ［１日目］８月１７日（木） 競技開始 １０：００～ 

１．女子   50ｍ自 由 形 予選 

２．男子   50ｍ自 由 形 予選 

３．女子  400ｍ個人メドレー 予選 

４．男子   400ｍ個人メドレー 予選 

５．女子  200ｍ平 泳 ぎ 予選 

６．男子  200ｍ平 泳 ぎ 予選 

７．女子  800ｍ自 由 形 予選 

８．男子  1500ｍ自 由 形 予選 

９．女子 4×100ｍフリーリレー 予選 

10．男子 4×100ｍフリーリレー 予選 

11．女子   50ｍ自 由 形 決勝 

12．男子   50ｍ自 由 形 決勝 

13．女子  400ｍ個人メドレー 決勝 

14．男子  400ｍ個人メドレー 決勝 

15．女子  200ｍ平 泳 ぎ 決勝 

16．男子  200ｍ平 泳 ぎ 決勝 

〔２日目］８月１８日（金） 競技開始  ９：１５～ 

17．女子  800ｍ自 由 形 決勝   31．女子  200ｍ個人メドレー 決勝 

18．男子  1500ｍ自 由 形 決勝   32．男子  200ｍ個人メドレー 決勝 

19．女子  200ｍ個人メドレー 予選   33．女子  200ｍ自 由 形 決勝 

20．男子  200ｍ個人メドレー 予選   34．男子  200ｍ自 由 形 決勝 

21．女子  200ｍ自 由 形 予選   35．女子  200ｍバ タ フ ラ イ 決勝 

22．男子  200ｍ自 由 形 予選   36．男子  200ｍバ タ フ ラ イ 決勝 

23．女子  200ｍバ タ フ ラ イ 予選   37．女子  200ｍ背 泳 ぎ 決勝 

24．男子  200ｍバ タ フ ラ イ 予選   38．男子  200ｍ背 泳  決勝 

25．女子  200ｍ背 泳 ぎ 予選   39．女子  100ｍ平 泳  決勝 

26．男子  200ｍ背 泳 ぎ 予選  40．男子  100ｍ平 泳  決勝 

27．女子  100ｍ平 泳 予選  41．女子 4×100ｍフリーリレー 決勝 

28．男子  100ｍ平 泳 予選  42．男子 4×100ｍフリーリレー 決勝 

競泳競技 



- 2 - 

 

29．女子 4×100ｍメドレーリレー 予選 

30．男子 4×100ｍメドレーリレー 予選 

 

 

［３日目］８月１９日（土） 競技開始 １０：００～ 

43．女子  400ｍ自 由 形 予選 

44．男子  400ｍ自 由 形 予選 

45．女子  100ｍバ タ フ ラ イ 予選 

46．男子  100ｍバ タ フ ラ イ 予選 

47．女子  100ｍ自 由 形 予選 

48．男子  100ｍ自 由 形 予選 

49．女子  100ｍ背 泳 ぎ 予選 

50．男子  100ｍ背 泳 ぎ 予選 

 

51．女子  400ｍ自 由 形 決勝 

52．男子  400ｍ自 由 形 決勝 

53．女子  100ｍバ タ フ ラ イ 決勝 

54．男子  100ｍバ タ フ ラ イ 決勝 

55．女子  100ｍ自 由 形 決勝 

56．男子  100ｍ自 由 形 決勝 

57．女子  100ｍ背 泳 ぎ 決勝 

58．男子  100ｍ背 泳 ぎ 決勝 

59．女子 4×100ｍメドレーリレー 決勝 

60．男子 4×100ｍメドレーリレー 決勝 
 

 
 
◇申込規程 
１ 参加資格 

参加団体  460 団体  参加者 男子 404 名  女子 408 名 
競技時間詳細（タイムテーブル）は、大会ホームページ、及び監督者会議資料に掲載する。 
（１）都道府県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍し、第 63 回全国中学校水泳競技大会 
   要項により全国大会参加資格を得たものに限る。 

 
 
 

（２）全国中学校体育大会拠点校部活動参加規程に基づき，拠点校で活動している生 
徒は参加することができる。 

（３）年齢は、平成２０年（２００８年）４月２日以降に生まれた者に限る。 
 （４）前項以外の生徒の参加の許可について 

前項以外の生徒が参加を希望する場合は、２０２３年６月３０日（金）までに、各
都道府県中学校体育連盟を通して、(公財)日本中学校体育連盟に申し出ること。 

 （５）参加資格の特例 
  ◎学校教育法１３４条の各種学校在籍生徒 

① 学校教育法１３４条の各種学校（１条校以外）に在籍し、都道府県中学校体育
連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。 

② 参加を希望する各種学校は、以下の条件を具備すること。 
ア 全国大会の参加を認める条件 
（ア）(公財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを

尊重すること。 
（イ）生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校で構 

成されていること。 
（ウ）参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日 

常継続的に当該校顧問教員の指導のもとに、適切に行われていること。 
イ 全国大会に参加した場合に守るべき条件 
（ア）全国大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に 

従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 
（イ）全国大会参加に際しては、責任ある当該校校長・教員・部活動指導員ま 

たは外部指導者（コーチ）が生徒を引率すること。また、万一の事故発生 
に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこ 
と。 

（ウ）大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 
◎地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属する中学生 
① 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、都道府県中学校体育連盟ま
たはブロック中学校体育連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。 

② 全国中学校体育大会に参加を希望する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）
は以下の条件を具備すること。 
ア 全国中学校体育大会の参加を認める条件 
（ア）(公財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを

尊重すること。 
（イ）生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍 

している生徒であること）。 
（ウ）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあたっては、日常継続的に代表

者もしくは指導資格を有する指導者の指導のもとに、適切に行われている
こと。 

（エ）『運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月
２７日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守
していること。 

（オ）日本水泳連盟に団体・個人登録されていること。かつ同じ内容で都道府県
中学校体育連盟に登録していること（登録費については、都道府県中学校
体育連盟の方針による）。 

（カ）都道府県における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など
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運営上必要な事項に協力すること。 
（キ）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の登録所在地の都道府県から参加

すること。できない場合は学校から参加すること。 
（ク）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で全国中学校体育大会につながる

大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様
である。 

イ 全国中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 
（ア）全国中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ

事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 
（イ）全国中学校体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）

においては、責任ある代表者・指導資格を有する指導者が生徒を引率する
こと。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万
全の事故対策を立てておくこと。 

（ウ）全国中学校体育大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の
負担をすること。 

（エ）全国中学校水泳競技大会の要項にしたがうこと。 
ウ 参加を認めない場合 

全国中学校体育大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した 
      場合は参加を認めない。 

エ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）からの参加要件 

全国中学校水泳競技大会につながる予選大会(郡市大会等も含む)の申込締 

切から本大会終了まで出場団体の変更はできない 

オ その他 

在籍中学校もしくは地域スポーツ団体等のどちらから参加するかは、生徒 
（選手）および保護者の意向を尊重すること。 

 
 

（６）標準記録について 
都道府県予選会で予選・決勝を問わず標準記録を突破の者、およびチーム（同タイ

ムを含み、フリーリレー・メドレーリレー（以下、リレー競技）は１チーム６名まで
はその種目に申し込むことができる。 
ただし、開催都道府県において、標準記録突破者およびチームがない場合は、その

種目に限り上位１名・１チームの申し込みができる。８００ｍ・１５００ｍ自由形は
その限りではない。 

（７）特別措置について 
国際大会出場のため、やむを得ず都道府県予選会に出場できない場合は、所定の手

続きを経ることにより、予選会に参加せず、この大会への出場を認める。この場合の
国際大会とは、(公財)日本水泳連盟が派遣する国際大会を対象とする。 

 
２ 標準記録 種  目 距   離 男  子 女  子 
 

自  由  形 

       ５０ｍ      ２４．９０    ２７．２８ 

      １００ｍ ５４．６１     ５９．３７ 

      ２００ｍ    １：５８．７５   ２：０８．４１ 

      ４００ｍ   ４：１２．１８   ４：２９．５７ 

      ８００ｍ    ９：２１．９０ 

    １５００ｍ  １６：４７．８６  

 
背  泳  ぎ 

     １００ｍ １：０１．３１ １：０５．８０ 

 ２００ｍ ２：１２．３６   ２：２１．９４ 

 
平  泳  ぎ 

     １００ｍ １：０６．７７ １：１３．６５ 

      ２００ｍ   ２：２３．８２ ２：３７．０６ 

 
バ タ フ ラ イ 

     １００ｍ ５８．１７ １：０３．６７ 

      ２００ｍ   ２：０９．７７   ２：２０．２５ 

 
個人メドレー 

     ２００ｍ ２：１２．７２ ２：２３．７１ 

    ４００ｍ   ４：４３．０７   ５：０５．０９ 

フリーリレー ４×１００ｍ ３：４７．６５ ４：１１．５９ 

 メドレーリレー ４×１００ｍ ４：１２．３５ ４：３１．４３ 

（注） ① リレー競技における第一泳者の正式時間はその対象としない。 
②社会の情勢により、出場制限を行う場合がある。 

３ 制限 （１）各都道府県予選会で参加資格を得た種目に限る。 
（２）１団体１種目３名、１名２種目以内とする。 

４ 参加料 参加選手一人につき４，０００円とする。 
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参加申込締切以降の参加取消しや不出場の場合、参加料の返金は行わない。 
 参加料等の振込手数料は、出場団体が負担することとし、振込の際に必ず振込人の名前

の前に都道府県名をつけること。 
振込先は、開催地実行委員会が発行する第 63 回全国中学校水泳競技大会実施要項を参照

すること。 
５ 申込方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇引率者・監督 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 出場団体はWebSWMSYSによりエントリーをする。 
② 出場団体は、開催地実行委員会が発行の第63回全国中学校水泳競技大会実施要項に従
い、必要書類を各都道府県中体連水泳専門部委員長に提出する。 

③ 各都道府県中体連水泳専門部は、開催地実行委員会が発行の第63回全国中学校水泳競
技大会実施要項に従い、必要書類を一括して締切日までに下記の申込先に提出する。 

④ 内容確認期間：８月２日（水）15時から８月３日（木）15時まで、第63回全国中学校
水泳競技大会のＨＰで確認することができる。訂正がある場合は、香川県実行委員会水
泳競技事務局へ８月３日（木）１６時までに、訂正の依頼をE-Mailと電話で行う。 
香川県実行委員会水泳競技事務局が発行する大会実施要項参照。 

（１）引率者、監督は、出場校の校長・教員・部活動指導員※１、地域スポーツ団体等 
（地域クラブ活動）の代表（指導）者とする。部活動指導員が引率・監督を務める場 
合は、「参加申込書」の監督者及び引率者の欄に指示されている印を付け、必要事項 
を記入する。なお、部活動指導員は、他校の引率者になれない。 
※１ ここでいう「部活動指導員」は、学校教育法施行規則第７８条の２に示されて

いる者をいう。以下同じ。 
（２）外部指導者（コーチ）について 

全中大会では外部指導者（コーチ）をおくことができる。外部指導者（コーチ）は
出場校の校長が適切であると認めた者とし、所定の「外部指導者（コーチ）確認書(
校長承認書)」に必要事項を記入し、大会事務局に参加申込時に提出する。ただし、当
該校以外の中学校教職員は外部指導者（コーチ）にはなれない。また、同一人が複数
校の外部指導者にはなれない。（飛込競技は除く） 

 （３）引率者の特例について 
全中大会の参加について、校長・教員・部活動指導員が引率できないと校長が判断

した場合、「全国中学校体育大会引率細則」により、校長が適切であると承認した外
部指導者（コーチ）に引率及び監督の資格を認める。 

◇表彰 （１）個人種目成績 
   （リレー） 
（２）表彰式 
 
 
（３）最優秀選手賞 

各種目とも３位までにメダル並びに賞状を授与し表彰する。
８位までの選手（チーム）には賞状を授与する。 
１位の選手はレース後にフラッシュインタビューを受け、そ
の種目の男子競技終了後、プールサイドにて表彰式を行う。
表彰式への参加は３位までとする。 
競技記録を基にして最優秀選手を男女 1 名選び、文部科学大
臣賞として盾を贈る。 

◇ドーピング検査 （１）本競技会は、日本アンチ・ドーピング規定が適用される。 
（２）大会当日18歳未満の参加者は、18歳未満競技者親権者同意書を必要とする。 
   （様式はＪＡＤＡホームページよりダウンロードすること） 

◇プール会場時刻 
及び使用時間 

 
 
 
 

 開場時刻 メインプール サブプール 
１６日(水)   ９：００   ９：００～１７：００ ９：００～１７：００ 

１７日(木)   ７：１５  
 ７：１５～９：４０ 
 競技終了後～１７：００ 

７：１５～ 
競技終了～１７：００ 

１８日(金)   ７：１５  
 ７：１５～９：００ 
 競技終了後～１７：００ 

７：１５～ 
競技終了～１７：００ 

１９日(土)   ７：１５   ７：１５～９：４５ ７：１５～１５：００ 

 

公式スタート練習は、公式練習日、大会当日とも行わない。 

◇監督者会議 
 
 
◇大会情報 

監督者会議は紙面によるものとし、大会会場では行わない。各チームの監督は大会ホー
ムページに掲載される監督者会議資料を熟読し、選手・関係者に周知徹底すること。監督
者会議要項は８月１１日（金）までに大会ホームページに掲載する。 
プログラム編成後の競技時間等、大会運営内容の変更や連絡がある場合は、大会ホーム

ページに掲載する。 

◇宿泊・弁当 
 
 
 

宿泊弁当要項により斡旋する。 
※宿泊については、適切な危機管理対応（感染症・自然災害等）を確保するため、必ず
大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと指定外の宿泊施設の利用は、原則認
めない。 

◇個人情報の取り 
扱い 
 
 
 
 
 
 

大会の主催者は、個人情報に関する法令を遵守し、(公財)日本中学校体育連盟「個人情 
報保護方針・規程」に基づき、取得する個人情報について適正に取り扱う。また、取得し
た個人情報は競技大会の参加審査・競技大会運営上必要なプログラム編成および作成・ホ
ームページ・掲示板・報道発表・記録発表（記録集）等、その他、競技運営および必要な
連絡等に利用する。大会に参加する選手は、これに同意する。 
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◇その他 （１）大会期間中の負傷・疾病については応急処置のみを行う。また、本大会は学校から 
の参加においては独立行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用し、地域ク 
ラブ活動においては各自加入の傷害保険を適応する。ただし、参加者は健康保険証を 
持参することが望ましい。 

（２）都道府県予選会において主催団体は次の点に留意すること。 
① 都道府県予選会は、１会場１回とし、関係主催団体が計画実施する。 
② 都道府県予選会は、令和５年３月頃の公認大会申請期日までに（公財）日本水泳
連盟宛に大会日時・会場・連絡先等を記入した用紙で報告された大会であること。 

（３）選手受付・AD カード（選手・付き添い）について 
８月 16 日（水）9 時から受付を開始し、AD カードを団体受付で配付する。  
AD コントロールは、17 日（木）7:15 以降より行う。  
AD カードの種類に応じて入場できるエリアを制限する。係員の指示に従うこと。 

（５）観覧席の割振りについて 
   8月11日（金）にホームページに掲載する。 
（６）コーチの入場制限は行わない。 
（７）テレビ放映およびインターネット配信 

①ＮＨＫによるテレビ放映（録画） 
８月24日（木） 14:15～15:55  Ｅテレ 

②YouTubeにて、全日の予選・決勝をLIVE配信する。 
2023 香川全中 YouTubeチャンネル 
https://w-t-p-s.com/swim.zenchuu/ 

   但し、ＮＨＫによるテレビ放映の関係で19日の決勝については配信できません。 
（８）全国中学校体育連盟水泳委員長会議 
   ８月１７日（木）の全国中学校体育連盟水泳委員長会議を中止いたします。 

 
 
 
 
 

７ 会  期 令和５年 ８月１７日（木）～１９日（土） 
    
８  会  場 香川県立総合水泳プール  

〒761-8012 香川県高松市御厩町 1585-1 TEL:087-885-3821 
 
９ 日  程 

 
（１）８月１７日（木）  

① 会 場 時 刻 ７：００ 選手･監督･コーチ（一般応援者は８：３０） 
② 開 会 式 ９：４５～ メインプール 
③ 競   技 １０：００～ 飛込プール 
④ 閉 場 時 刻 １８：００～  

 
（２）８月１８日（金） 

① 会 場 時 刻 ７：００ 選手･監督･コーチ （一般応援者は８：１５） 
②  競   技 ９：１５～ 飛込プール 
③ 閉 場 時 刻 １８：００  

 
（３）８月１９日（土） 

 

① 会 場 時 刻 ７：００ 選手･監督･コーチ （一般応援者は８：３０） 
② 競   技 ９：１５～ 飛込プール 
③ 閉 会 式 競技終了後～ メインプール 

 
 

 

10  種目及び順序 《競 技 種 目》  
 （１）男子 

① ３ｍ飛板飛込   ９演技種目 
・制限選択飛（難易率合計9.5以内）各群より５演技種目 
・自由選択飛           異群より４演技種目 

  ② 高飛込         ８演技種目（５つ以上の群より選択） 
・制限選択飛（難易率合計7.6以内）各群より４演技種目 
・自由選択飛           異群より４演技種目 

（２）女子 
① ３ｍ飛板飛込   ８演技種目 

・制限選択飛（難易率合計9.5以内）各群より５演技種目 
・自由選択飛           異群より３演技種目 

  ② 高飛込         ７演技種目（５つ以上の群より選択） 
・制限選択飛（難易率合計7.6以内）各群より４演技種目 
・自由選択飛           異群より３演技種目 

 《競 技 順 序》※参加選手数、その他の事由により、一部変更する場合がある。 
 ［１日目］ 競技開始   ８月１７日（木）１０：００～ 

飛込競技 
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１  女子   高飛込     予選 
２  女子   高飛込     決勝  

［２日目］ 競技開始   ８月１８日（金） ９：１５～ 
３ 男子  高飛込      予選 
４ 女子  ３ｍ飛板飛込 予選 
５  男子  高飛込        決勝 
 

［３日目］ 競技開始   ８月１９日（土） ９：１５～ 
６  男子  ３ｍ飛板飛込  予選 
７ 女子  ３ｍ飛板飛込  決勝 
８ 男子  ３ｍ飛板飛込  決勝 

参加団体  39 団体  参加者 男子 20 名  女子 26 名 
競技時間詳細（タイムテーブル）は、大会ホームページ、及び監督者会 
議資料に掲載する。 

11 参加資格 （１）都道府県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍し、第 63 回全国中学校水泳競技 
  大会要項により全国大会参加資格を得たものに限る。ただし、全国中学校体育大 

会夏季大会に限り、同一年度の大会参加は全競技を通じて、一人１回とする。 
（２）全国中学校体育大会拠点校部活動参加規程に基づき，拠点校で活動してい 
  る生徒は参加することができる。 

 （３）年齢については平成２０年（２００８年）４月２日以降に生まれた者に限る。 
 （４）前項以外の生徒の参加の許可について 

前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和５年６月３０日（金）までに、各 
都道府県中学校体育連盟を通して、(公財)日本中学校体育連盟に申し出ること。 

 （５） 参加資格の特例 
  ◎学校教育法１３４条の各種学校在籍生徒 

① 学校教育法１３４条の各種学校（１条校以外）に在籍し、都道府県中学校体
育連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。 

② 参加を希望する各種団体は、以下の条件を具備すること。 
ア 全国大会の参加を認める条件 
（ア）(公財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それ

を尊重すること。 
（イ）生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校で

構成されていること。 
（ウ）参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、

日常継続的に当該校顧問教員の指導のもとに、適切に行われていること。 
イ 全国大会に参加した場合に守るべき条件 
（ア）全国大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に 

従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 
（イ）全国大会参加に際しては、責任ある当該校校長・教員・部活動指導員ま 

たは外部指導者（コーチ）が生徒を引率すること。また、万一の事故発  
生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立ててお 
くこと。 

（ウ）大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 
◎地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属する中学生 
① 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、都道府県中学校体育連盟
またはブロック中学校体育連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。 

② 全国中学校体育大会の参加を希望する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）
は以下の条件を具備すること。 
ア 全国中学校体育大会の参加を認める条件 
（ア）(公財)日本中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それ

を尊重すること。 
（イ）生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在 
   籍している生徒であること）。 
（ウ）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあたっては、日常継続的に代

表者もしくは指導資格を有する指導者の指導のもとに、適切に行われて
いること。 

（エ）『運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２
月２７日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を
遵守していること。 

（オ）日本水泳連盟に団体・個人登録されていること。かつ同じ内容で都道府
県中学校体育連盟に登録していること（登録費については、都道府県中
学校体育連盟の方針による）。 

（カ）都道府県における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判な
ど運営上必要な事項に協力すること。 

（キ）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の登録所在地の都道府県から参
加すること。できない場合は学校から参加すること。 
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（ク）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で全国中学校体育大会につなが
る大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も
同様である。 

イ 全国中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 
（ア）全国中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わ

せ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 
（イ）全国中学校体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域クラブ活

動）においては、責任ある代表者・指導資格を有する指導者が生徒を引
率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなど
して、万全の事故対策を立てておくこと。 

（ウ）全国中学校体育大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分
の負担をすること。 

(エ) 全国中学校水泳競技大会の要項にしたがうこと。 
ウ 参加を認めない場合 

全国中学校体育大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した 
場合は参加を認めない。 

エ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）からの参加要件 

全国中学校水泳競技大会につながる予選大会(郡市大会等も含む)の申込 

      締切から本大会終了まで出場団体の変更はできない。 

オ その他 

在籍中学校もしくは地域スポーツ団体等のどちらから参加するかは，生徒 
（選手）および保護者の意向を尊重すること。 

 （６）都道府県予選会において、該当競技種目の下記の制限標準点（同得点可）を突破 
した者に限り出場できる。ただし、開催都道府県において、制限標準点突破者がい 
ない場合、該当種目の優勝者を申し込むことができる。 
① 制限標準得点数 
・男子   ３ｍ飛板飛込  282点 （自由選択飛 135点） 

         高 飛 込  255点 （自由選択飛 140点） 

   ・女子   ３ｍ飛板飛込  247点 （自由選択飛 100点） 

         高 飛 込  220点 （自由選択飛 105点） 

② 男女高飛込競技においては、全ての学年で１０ｍまでの高さを選択できる。 
また、男子は８つの演技種目において５つ以上の群より，女子は７つの演技種目
において５つ以上の群より選択しなければならない。 

（７）個人情報の取り扱いについて（利用目的） 
大会の主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、（公財）日本中学校体育

連盟「個人情報保護方針・規程」に基づき、取得する個人情報について適正に取り
扱う。又、取得した個人情報は競技大会の資格審査・競技大会運営上必要なプログ
ラム編成及び作成・ホームページ・掲示板・報道発表・放映・配信・記録発表（記
録集）・動画配信等、その他競技運営及び競技に必要な連絡等に利用する。大会に
参加する各選手はこれに同意したものとみなす。 

（８）特別措置について 
国際大会出場のため、やむを得ず都道府県予選会に出場できない場合は、所定の

手続きを経ることにより、予選会に参加せず、この大会への出場を認める。この場
合の国際大会とは、(公財)日本水泳連盟が派遣する国際大会を対象とする。 

  
12 参加料     参加選手一人につき４，０００円とする。 

参加申込締切以降の参加取消しや不出場の場合、参加料の返金は行わない。 
参加料等の振込手数料は出場団体が負担することとし、振込の際に必ず振込人の名前

の前に都道府県名をつけること。 
 

13 引率者・監督 （１）引率者、監督について 
参加選手の引率者、監督は、出場校の校長・教員・部活動指導員※１、地域スポ

ーツ団体等（地域クラブ活動）の代表（指導）者とする。部活動指導員が引率・監
督を務める場合は、「参加申込書」の監督者及び引率者の欄に指示されている印を
付け、必要事項を記入する。なお、部活動指導員は、他校の引率者になれない。 
※１ ここでいう「部活動指導員」は、学校教育法施行規則第７８条の２に示され

ている者をいう。以下同じ。 
（２）外部指導者（コーチ）について 

全中大会では外部指導者（コーチ）をおくことができる。外部指導者（コーチ） 
は出場校の校長が適切であると認めた者とし、所定の「外部指導者（コーチ）確認 
書(校長承認書)」に必要事項を記入し、大会事務局に参加申込時に提出する。ただ 
し、当該校以外の中学校教職員は外部指導者（コーチ）にはなれない。 

 （３）監督等の条件について 
   全中大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、部活指導員、外部指導者（コ 
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  ーチ)、トレーナー等は、部活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により、 
任命権者又は学校設置者からの懲戒処分を受けていない者であること、地域スポー 
ツ団体等（地域クラブ活動）の指導者においては日本スポーツ協会公認指導者の処 
分等に該当しない者であることとしている。校長（代表者）はこの点を確認して大 
会申込書を作成する。なお、外部指導者（コーチ）は校長から暴力等に対する指導 
措置を受けていないこととする。 

（４）引率者の特例について 
全中大会の参加について、校長・教員・部活動指導員が引率できないと校長が判 

断した場合、「全国中学校体育大会引率細則」により、校長が適切であると承認し 
た外部指導者（コーチ）に引率及び監督の資格を認める。 

（５）監督を他校の教員に依頼しなければならない場合、当該校の校長と当該中学校体 
  育連盟競技専門部が協議し、当該校の校長が監督を引き受けた教員の所属長（校長） 

と本人に文書で依頼する。 
（６）監督依頼の手続きは様式１，２，３，４，５をもって行う。外部指導者(コーチ) 

の手続きは外部指導者（コーチ）確認書（校長承諾書）をもって行う。 
14 参加制限 １団体１種目 ２名以内 
15 競技規定・競技方法（男女共通） 
 （１）２０２３度 (公財)日本水泳連盟飛込競技規則による。 

（２）すべての競技種目で予選決勝を行う。 
（３）予選における演技種目は、自由選択飛と制限選択飛とする。 
（４）決勝進出者は、予選１２位までの選手とする。決勝進出者決定後、棄権者が出た

場合には、繰り上げを行い１２名を確保する。 
（５）決勝における自由選択飛の競技種目は予選と同一同順で行う。 
（６）順位の決定は、予選における制限選択飛と決勝における自由選択飛との得点合計

により決定する。 
（７）決勝における競技順は、予選下位の選手からとする。 
（８）天候および気象条件等によって競技の進行及び内容の変更を行う場合がある 
 

16 表  彰 （１）個人種目成績 
    
（２）表彰式 
 
（３）最優秀選手賞 

各種目とも３位までにメダル並びに賞状を授与し表彰する。
８位までの選手には賞状を授与する。 
競技終了後、メインプールサイドにて表彰式を行う。表彰式
への参加は３位までとする。 
競技記録を基にして最優秀選手を男女 1 名選び、文部科学大
臣賞として盾を贈る。 

  
17 参加申込 （１）参加申込方法 

① 出場団体は次のものを各都道府県中体連水泳専門部委員長に提出する。 
ア  団体別参加申込一覧表････････様式 飛込－１  ２部（１部はコピー可） 

② 各都道府県水泳専門部委員長は、次のものを一括して、締め切りまでに下記の
申込先にそれぞれ１部提出する。 

      ア  団体別参加申込一覧表････････様式 飛込－１    １部 
      イ 都道府県別参加申込一覧表････様式 飛込－２     １部 
      ウ  都道府県大会の記録（飛込競技記録報告用紙の写し） １部 

③ 必要に応じて、出場校は、「外部指導者（コーチ等）確認書（校長承認書）」
・「全国中学校体育大会引率者・監督者報告書」を各都道府県中体連水泳専門部
委員長に提出する。各都道府県中体連水泳専門部委員長は、確認後、②の書類と
一括して、締め切りまでに下記の申込先に提出する。 

④  内容確認期間：８月２日（水）１５時から８月３日（木）１５時まで、令和５
年度全国中学校体育大会第63回全国中学校水泳競技大会のＨＰで確認すること
ができる。訂正がある場合は、香川県実行委員会水泳競技事務局へ８月３日 （
木）１６時までに、訂正の依頼をE-Mailと電話で行うこと。 

⑤ 飛込演技種目申込については、「ダイブシート」に必要事項を記入し、１日目
の競技は飛込競技前日の８月１６日（水）１２時から１５時の間に、２日目以降
の競技については、それぞれの当該競技の前日１２時から１５時の間に、飛込プ
ールサイドの「ダイブシート投函箱」に投函すること。 

⑥申込書に使用する漢字は、常用漢字・人名用漢字とし、プログラム掲載も同様と
する。 

 （２）申込先    

  〒760-0077 香川県高松市上福岡町 714 番地１ 高松市立玉藻中学校内 

      令和５年度全国中学校体育大会 香川県実行委員会 

水泳競技事務局  齊藤 功  宛 

           TEL：087-837-9127  FAX：087-837-9126 

[E-mail] kagawaz05suiei@themis.ocn.ne.jp 

 

 （３）締切日    
 令和５年７月３１日（月）必着のこと。書類は、簡易書留速達で大会事務局へ郵

送する。ただし、申込期日に届かないことが予想される場合は、書類はメール送信
と電話にて行うこと。その後、正式書類は至急郵送すること。参加料は「12 参加料」
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を参照し、振り込むこと。 
  
18 監督者会議 監督者会議は紙面によるものとし、大会会場では行わない。各チームの監督は大会ホ

ームページに掲載される監督者会議資料を熟読し、選手・関係者に周知徹底すること。
監督者会議要項は８月１１日（金）までに大会ホームページに掲載する。 

19 宿泊・弁当 （１）宿泊については、別紙宿泊要項による。適切な危機管理対応（感染症・自然災害
等）を確保するため、必ず大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと。 
（指定外の宿泊施設の利用は、原則として認めない。） 

（２）申し込みは、直接下記あて７月３１日（月）正午までに宿泊要項指定の方法で申
し込むこと。また、問い合わせ等は下記の連絡先に行うこと 

（３）宿泊・弁当問い合わせ先 
20 プール開場時刻・練習会場の使用時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   開場時刻 飛込プール 
１５日（火） １２：００ １２：００～１７：００ 
１６日（水） ９：００ ９：００～１７：００ 
１７日（木） ７：００ ７：００～９：４０ 

競技終了～１８：００ 
１８日（金） ７：００ ７：００～競技開始前 

競技終了～１８：００ 
１９日（土） ７：００ ７：００～競技開始前 

 

21 その他 （１） 大会期間中の負傷・疾病については応急処置のみを行う。また、本大会は学校か 
らの参加においては独立行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用し、地 
域クラブ活動においては各自加入の傷害保険を適用する。ただし、参加者は健康保 
険証を持参することが望ましい。 

（２）都道府県予選会において主催団体は次の点に留意すること。 
① 都道府県予選会は、１会場１回とし、関係主催団体が計画実施する。 
② 都道府県予選会は、令和５年３月頃の公認大会申請期日までに（公財）日本水
泳連盟宛に、大会日時・会場・連絡先等を記入した用紙で報告された大会である
こと。 

連盟宛に大会日時・会場・連絡先等を記入した用紙で報告された大会であること。 
（３）選手受付・AD カード（選手・付き添い）について 

８月 15 日（火）12 時から受付を開始し、AD カードを団体受付で配付する。  
AD コントロールは、17 日（木）7:15 以降より行う。  
AD カードの種類に応じて入場できるエリアを制限する.係員の指示に従うこと。 

（５）観覧席の割振りについて 
   8月11日（金）にホームページに掲載する。 
（６）コーチの入場制限は行わない。 
（７）全国中学校体育連盟水泳委員長会議 
   ８月１７日（木）の全国中学校体育連盟水泳委員長会議を中止いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度 全国中学校体育大会 四国ブロック大会スローガン 

「君の夢 四国の蒼空
そ ら

で 咲きほこれ」 


